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森田秋子，後藤伸介　編
理学療法士が知っておきたい

認知能力のアセスメントとアプローチ
―高次脳機能障害を行動から分析する
宮田昌司（一般社団法人日本訪問リハビリテーション協会）

書　評

　賢明な理学療法士（以下，PT）の方々は，運動機
能のみの対処だけで済むわけではなく，認知機能や
精神状態がすべてのヒトの活動に関係し，自ずとア
プローチに影響することは実感しているだろう．し
かし，世間から PTは認知機能の把握が弱いと指摘
されることがあったり，PT自身も取り扱う領域で
はないとして，不勉強を棚あげしてしまう人も少な
くないようである．そのようななかで，本書は，こ
の領域に少し不安を抱いている若手や，チームワー
クが求められているのに知らんぷりしているベテラ
ン諸兄に，あえて他職種からそっと手渡しでお勧め
してほしい，そんな一冊である．
　編集は森田秋子氏と後藤伸介氏．控えめに紹介し
ているが，所属法人の要職に就かれているのはもち
ろんのこと，永らく回復期リハビリテーション病棟
協会などで活躍され業界をリードしてきた重鎮であ
る．きっと，両氏はチームアプローチの先行きと PT
の行く末を，心配してくださったに違いない．
　さて，書籍のタイトルを読んで，「認知能力とは何
か」という断片的な知識を記載しているだけだろう
と思うのは誤りである．読み進めると，臨床家とし
て，チームの一員として理解し対応能力を高めてい
ける構成になっている．
　第 1章は「“認知”食わず嫌いの PT」のために，
その必要性と，臨床との関連性を優しく説いてい
る．第 2章は認知について基礎的な内容が書かれて
ある．評者はこの領域に興味があって若い頃にルリ

ヤや山鳥先生の神経心理学入門などを読んだことを
思い出す．当時のことを振り返ると，悲しいかな十
分な理解でなかったのだということが，今になって
よくわかる．事象と療法士としての評価・解釈とプ
ログラムが結びつかず，表面的な理解に終わってい
たのだと思うと，とても残念である．第 3章は事例
である．ここは自身の事例を思い浮かべながら照ら
し合わせて読まれるとよいだろう．森田氏が開発さ
れた CBA（認知関連行動アセスメント）が現場でど
のように活かされているかは特に興味を引くところ
である．なお，事例に挿入されたイラストを拝見し
ていて「あるあるだな」とニヤリとしながら思うの
は私だけではないだろう．第 4章は在宅ケアの話で
ある．地域で働く療法士は急増している．そこに対
しても執筆者はきっと心配しているに違いない．い
つかそこ（地域）におけるアプローチ事例も多数載
せていただきたい，そんな気になった．
　対象読者の諸氏は，本書を手に取って理解し，そ
して実践する，そうすれば明日から他者より一歩先
に進むことができる．ぜひ，病棟カンファランスで
認知能力にコメントしよう，地域で認知の引き起こ
す生活課題について多職種と共有・協働しよう．執
筆者の願いはそこにあるのだと思う．
（B5・頁 148　2021年　定価：3,960円（本体 3,600
円＋税 10％）［ISBN978‒4‒89590‒719‒4］　三輪書店
刊）
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